
お
い
て
も
、
多
言
語
対
応
の
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
お
り
、
外
国
人
県
民
か
ら
の
相
談
に
対
応
し
て
い
る
。

　
④
誰
も
が
参
加
で
き
る
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
は
、
人
口
の
中
で
占
め
る
割
合
が
増
え
続
け
る
外
国
人
県
民
の
地
域
づ
く
り

へ
の
参
加
を
促
す
取
組
で
あ
る
。
平
成
十
一
年
に
創
設
さ
れ
た
兵
庫
県
外
国
人
県
民
共
生
会
議
は
、
行
政
と
外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
外
国
人
県
民
を
取
り
巻
く
課
題
に
つ
い
て
対
話
し
議
論
す
る
場
と
な
っ
て
い
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
人
材
、
留
学
生
等
の
積
極

的
な
受
入
れ
も
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
と
期
待
さ
れ
る
。
県
は
、
前
述
の
外
国
・
外
資
系
企
業
の
誘
致
の
ほ
か
、
留
学
生

に
対
す
る
支
援
や
県
内
企
業
へ
の
就
職
促
進
に
取
り
組
ん
だ
。
具
体
的
に
は
、
私
費
外
国
人
留
学
生
を
対
象
と
す
る
奨
学
金
制

度
の
創
設
、
外
国
人
留
学
生
の
県
内
企
業
等
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
県
内
中
小
企
業
・
留
学
生
の
就
職
マ
ッ
チ
ン
グ

事
業
な
ど
を
実
施
し
た
ほ
か
、
外
国
人
留
学
生
の
採
用
に
対
し
て
、
県
内
中
小
企
業
へ
の
奨
励
金
支
給
を
行
う
事
業
を
開
始
し

た
。

第
五
節
　
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
新
展
開

一　

観
光
立
国
の
推
進
と
県
観
光
施
策
の
総
合
的
展
開

観
光
立
国

へ
の
取
組

平
成
二
十
五
（
二
〇
一
三
）
年
度
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は
、
一
〇
三
六
万
人
と
な
り
、
十
五
年
以
来
目
標
と

さ
れ
て
い
た
一
〇
〇
〇
万
人
を
達
成
し
た
。
我
が
国
で
は
、
平
成
十
五
年
一
月
に
、
当
時
の
小こ

泉い
ず
み

純じ
ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

内

閣
総
理
大
臣
が
い
わ
ゆ
る
「
観
光
立
国
宣
言
」
を
発
し
て
以
降
、
観
光
振
興
は
国
策
の
重
要
な
柱
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
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れ
、
特
に
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
増
大
が
図
ら
れ
て
き
た
。
観
光
振
興
が
重
要
政
策
と
さ
れ
た
背
景
に
は
、
少
子
高
齢
化
が
あ

る
。
我
が
国
の
少
子
高
齢
化
は
、
世
界
的
に
見
て
も
急
激
に
進
行
し
、
平
成
十
二
年
か
ら
は
、
人
口
減
少
社
会
へ
と
転
じ
た
。

少
子
高
齢
化
や
人
口
の
減
少
へ
の
対
応
と
し
て
、
国
内
外
か
ら
の
交
流
人
口
の
増
大
に
よ
っ
て
、
地
域
活
性
化
を
図
ろ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。
観
光
立
国
宣
言
以
降
、
海
外
へ
の
日
本
ブ
ラ
ン
ド
を
戦
略
的
に
発
信
す
る
ビ
ジ
ッ
ト・ジ
ャ
パ
ン・キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
開
始
、
観
光
立
国
担
当
大
臣
の
任
命
な
ど
が
進
め
ら
れ
た
。

　
平
成
十
八
年
十
二
月
に
、
観
光
立
国
推
進
基
本
法
が
成
立
し
、「
観
光
立
国
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
二
一
世
紀
の
我
が
国
経

済
社
会
の
発
展
の
た
め
に
不
可
欠
な
重
要
課
題
で
あ
る
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
基
本
施
策
と
し
て
「
国
際
競
争
力
の
高
い
魅

力
あ
る
観
光
地
の
形
成
」「
観
光
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
及
び
観
光
の
振
興
に
寄
与
す
る
人
材
の
育
成
」「
国
際
観
光
の
振

興
」「
観
光
旅
行
の
促
進
の
た
め
の
環
境
の
整
備
」
が
規
定
さ
れ
た
。

　
平
成
十
九
年
六
月
に
は
、
観
光
立
国
推
進
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。

　
国
内
旅
行
消
費
額
の
拡
大
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
の
増
加
、
日
本
人
の
海
外
旅
行
者
数
の
増
加
、
国
際
会
議
の
開
催
件
数

の
増
加
な
ど
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
数
値
目
標
が
掲
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
地
域
の
民
間
組
織
や
地
方
公
共
団
体
、
観
光
関
係
者

等
に
よ
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
支
援
等
に
取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ
た
。

　
平
成
二
十
年
十
月
、観
光
庁
が
発
足
し
、観
光
立
国
推
進
基
本
計
画
に
基
づ
き
地
方
の
観
光
地
化
促
進
や
海
外
へ
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
の
ほ
か
、
観
光
地
域
づ
く
り
相
談
窓
口
の
設
置
な
ど
の
業
務
を
執
り
行
っ
て
い
る
。

県
の
観
光
施
策

の
総
合
的
展
開

平
成
十
八
年
は
、
兵
庫
県
の
新
た
な
空
の
玄
関
口
と
な
る
神
戸
空
港
の
開
港
や
五
〇
年
ぶ
り
と
な
る
の
じ
ぎ

く
兵
庫
国
体
の
開
催
な
ど
、
本
県
の
注
目
度
が
高
ま
る
状
況
に
あ
っ
た
。
平
成
十
八
年
四
月
、
知
事
を
本
部
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長
と
し
て
、
部
局
間
の
連
携
の
下
に
観
光
施
策
の
総
合
的
展
開
に
取
り
組
む
「
兵
庫
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
本
部
」
を
設
置
し

た
。
ま
た
、
観
光
行
政
を
専
管
す
る
観
光
参
事
と
観
光
局
を
設
置
し
た
。
平
成
二
十
三
年
四
月
に
は
、
関
西
広
域
連
合
に
お
け

る
広
域
観
光
振
興
の
取
組
へ
の
対
応
な
ど
観
光
施
策
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
観
光
参
事
を
廃
止
し
、
新
た
に
観
光
監
を

設
置
し
た
。

　
県
で
は
、「
ひ
ょ
う
ご
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ジ
ョ
ン
」、「
前
期
行
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、「
後
期
行
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ
き
、
観

光
振
興
に
取
り
組
み
、
平
成
二
十
三
年
三
月
に
は
、「
ひ
ょ
う
ご
ツ
ー
リ
ズ
ム
戦
略
」
を
策
定
し
た
。

　
同
戦
略
で
は
、「
五
つ
星 
ひ
ょ
う
ご
」
を
ひ
ょ
う
ご
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
将
来
像
と
し
て
位
置
づ
け
た
。
兵
庫
県
の
五
つ
の
国

（
摂
津
、
播
磨
、
但
馬
、
丹
波
、
淡
路
）
を
星
に
見
立
て
、
地
域
の
魅
力
が
星
座
の
よ
う
に
一
体
と
な
り
、
人
々
に
と
っ
て
満
足
が

あ
ふ
れ
る
交
流
の
場
と
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
同
戦
略
は
、
民
間
主
体
の
活
動
と
県
等
に
よ
る
支
援
促
進
策
の
「
基
本
戦
略
」
と
県
等
が
主
体
と
な
り
民
間
活
動
を
振
興
す

る
取
組
で
あ
る
「
振
興
戦
略
」
か
ら
成
る
。
基
本
戦
略
で
は
、「
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
地
域
の
魅
力
づ
く
り
」「
魅
力
を
さ

ら
に
輝
か
せ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」「
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
担
う
人
材
育
成
」な
ど
五
つ
の
取
組
を
掲
げ
た
。
振
興
戦
略
で
は
、「
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
支
え
る
関
連
産
業
支
援
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
」「
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
総
合
的
推
進
」を
設
定
し
た
。
同
戦
略
は
、三
カ
年（
平

成
二
十
六
年
、
二
十
九
年
）
ご
と
に
改
定
が
行
わ
れ
、
県
内
の
観
光
資
源
を
生
か
し
た
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
だ
。

　
平
成
二
十
九
年
三
月
に
策
定
さ
れ
た
ひ
ょ
う
ご
ツ
ー
リ
ズ
ム
戦
略
（
平
成
二
十
九
～
三
十
一
年
度
）
で
は
、「『
あ
い
た
い
兵
庫
』

人
の
交
流
、も
っ
と
盛
ん
に
」を
掲
げ
、交
流
人
口
（
観
光
入
込
者
数
）
と
観
光
消
費
額
の
拡
大
の
二
つ
の
柱
を
重
点
と
し
た
。「
兵

庫
な
ら
で
は
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
づ
く
り
」「
外
国
人
旅
行
者
を
も
て
な
す
国
際
ツ
ー
リ
ズ
ム
づ
く
り
」「
地
域
の
産
業
と
協
働
す
る
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ツ
ー
リ
ズ
ム
づ
く
り
」

「
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
を
と
ら
え
た

交
流
の
拡
大
」「
ひ
ょ

う
ご
五
国
の
地
域
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
を
戦
略
と
し

て
設
定
し
、
観
光
振
興

を
推
進
し
た
。

　
ま
た
、
観
光
を
通
じ

て
地
域
の
「
稼
ぐ
力
」

を
引
き
出
す
た
め
に
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
（D

estination 

M
anagem

ent O
rgani -

zation

）
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
地
域
の
宿
泊
施
設
・
飲
食
店
、
交
通
事
業
者
な
ど
多
様
な
関
係
者
を
巻
き
込

み
な
が
ら
、
観
光
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
組
織
で
あ
り
、
規
模
に
応
じ
て
「
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」「
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」「
地
域

Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
平
成
三
十
年
十
一
月
時
点
で
、
全
国
で
二
〇
八
件
の
法
人
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
各
地
で

観
光
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
た
。
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兵
庫
県
が
参
加
す
る
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
は
、
関
西
観
光
本
部
、
せ
と
う

ち
観
光
推
進
機
構
の
二
つ
が
あ
る
。
県
内
の
地
方
自
治
体
が
参
加
す
る
地
域

連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
豊
岡
観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
麒
麟
の
ま
ち
観
光
局
が
あ

り
、
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
は
、
神
戸
観
光
局
が
あ
る
。

二　

県
内
観
光
誘
客
に
向
け
た
多
角
的
取
組
の
展
開

県
内
観
光 

誘
客
の
取
組

こ
の
時
期
、
県
内
観
光
の
誘
客
に
向
け
て
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
た
。
以
下
に
主
な
も
の

を
取
り
上
げ
る
。

　
平
成
二
十
年
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
姫
路
城
周
辺
を
会
場
と
し
て
、

第
二
五
回
全
国
菓
子
大
博
覧
会
「
姫
路
菓
子
博
２
０
０
８
」
が
開
催
さ
れ
た
。

五
〇
〇
〇
を
超
え
る
お
菓
子
が
一
同
に
集
ま
り
、
菓
子
職
人
に
よ
る
実
演
や

試
食
・
購
入
が
行
わ
れ
、
和
菓
子
と
洋
菓
子
で
作
成
す
る
高
さ
二
・
八
メ
ー

ト
ル
に
及
ぶ
巨
大
工
芸
菓
子
「
姫
路
城
と
大
名
行
列
」
の
展
示
や
お
菓
子
づ

く
り
教
室
な
ど
が
催
さ
れ
た
。
従
来
の
大
会
は
和
菓
子
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、

洋
菓
子
や
中
華
菓
子
も
取
り
上
げ
る
な
ど
、
兵
庫
県
ら
し
さ
を
持
つ
博
覧
会

と
な
っ
た
。
二
四
日
間
の
開
催
期
間
を
通
じ
て
、
全
国
各
地
か
ら
九
二
万
二

表 55　対象区域に県及び県内市町を含む登録DMO

区分 名称 対象区域 登録時期（平成）

広域連携 一般財団法人
関西観光本部

福井県、三重県、滋賀県、京都府、大阪
府、兵庫県、奈良県、和歌山県、鳥取県、
徳島県

29年11月

広域連携 一般社団法人
せとうち観光推進機構

兵庫県、岡山県、広島県、山口県、徳島県、
香川県、愛媛県 29年11月

地域連携 一般社団法人
豊岡観光イノベーション

【兵庫県】豊岡市
【京都府】京丹後市  30年7月

地域連携 一般社団法人
麒麟のまち観光局

【鳥取県】鳥取市、岩美町、智頭町、若桜町、
八頭町

【兵庫県】新温泉町、香美町
 30年3月

地　　域 一般財団法人
神戸観光局 【兵庫県】神戸市 29年11月

※対象地域の記載順は観光庁資料のとおり （観光庁資料より作成）
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〇
〇
〇
人
の
来
場
を
得
た
。

　
平
成
二
十
一
年
四
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
全
国
の
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
旅
客
六
社
（
北
海
道
、
東
日
本
、
東
海
、
西
日
本
、
四
国
、

九
州
）
と
指
定
さ
れ
た
自
治
体
、
地
元
の
観
光
事
業
者
等
が
共
同
で
実
施
す
る
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る
「
あ
い
た
い

兵
庫
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
行
わ
れ
た
。

　
県
で
は
、
播
磨
の
国
宝
寺
院
を
巡
る
ツ
ア
ー
や
丹
波
竜
を
テ
ー
マ
と
し
た
周
遊
バ
ス
の
運
行
な
ど
一
〇
〇
を
超
え
る
特
別
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
ほ
か
、
五
一
の
ひ
ょ
う
ご
ま
ち
歩
き
コ
ー
ス
を
設
け
る

な
ど
、
県
内
各
地
で
観
光
客
を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
中
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
、
全
国
的
に
観
光
客
が
激
減

し
た
。
開
催
期
間
中
の
主
要
観
光
施
設
へ
の
観
光
客
入
込
数
は
対
前
年
同
期

比
で
九
九
・
九
％
と
な
り
、
目
標
の
一
一
〇
％
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
、
観
光
地
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
た
め
、
同
年
七
月
か
ら
九
月
に
県

の
独
自
事
業
と
し
て
「
や
っ
ぱ
り
、
ひ
ょ
う
ご
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し

た
。
県
内
温
泉
地
で
の
花
火
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
県
立
観
光
施
設

の
割
引
な
ど
に
よ
り
、
三
カ
月
の
総
入
込
数
は
対
前
年
同
期
比
で
一
一
二
・

八
％
の
増
加
と
な
る
な
ど
、
全
国
か
ら
多
く
の
旅
行
者
が
本
県
を
訪
れ
た
。

　
こ
の
成
果
を
一
過
性
の
も
の
と
せ
ず
、
引
き
続
き
県
内
へ
の
観
光
誘
客
を

図
る
た
め
、翌
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
は
「
あ
い
た
い
兵
庫
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

表 56　あいたい兵庫キャンペーン テーマ・キャッチコピー一覧

年度 テーマ キャッチコピー
Ｈ22 美食、温泉、風光明媚 兵庫の秋はすべてが美しい

　23 食 実りの秋です、
世にも美味しい兵庫へようこそ。

　24 平清盛
（NHK大河連動） 「平清盛」物語の中へ…

　25 食 ごこく、五馳走
　26 ロケ 物語（ドラマ）ちっくに愛たい兵庫
　27 温泉 温泉プラスワンツーリズム

　28 西洋文化･子供
（NHK朝ドラ連動） ひょうご別品（べっぴん）体験記

　29 食 ごこく豊穣
　30 兵庫の遺産 ひょうご遺産が紡ぐ物語

（兵庫県資料より作成）
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と
し
て
観
光
振
興
を
図
っ
た
。
県
、
市
町
、
観
光
関
連
団
体
な
ど
が
一
体
と
な
り
、
秋

の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
兵
庫
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
と

連
動
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
に
よ
る
広
報
宣
伝
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

　
世
界
遺
産
・
国
宝
の
姫
路
城
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
か
ら
「
平
成
の
大
修
理
」
と

呼
ば
れ
る
「
国
宝
姫
路
城
大
天
守
保
存
修
理
事
業
」
を
行
っ
た
。
傷
み
や
汚
れ
の
激
し

く
な
っ
た
漆
喰
壁
の
塗
り
直
し
や
屋
根
瓦
の
葺
き
直
し
、
耐
震
工
事
な
ど
を
実
施
し
た
。

工
事
期
間
中
も
、
修
理
状
況
の
見
学
施
設
「
天
空
の
白
鷺
」
を
開
館
す
る
と
と
も
に
、

通
常
は
一
般
公
開
し
て
い
な
い
施
設
の
公
開
な
ど
誘
客
に
努
め
、
三
年
間
で
一
八
四
万

人
の
来
場
を
得
た
。

　
平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
七
日
に
、
六
年
間
に
及
ぶ
修
理
を
終
え
、
姫
路
城
は
新
た
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
披
露
さ
れ
た
姿
は
、
白
漆
喰
が
目
映
く
輝
き
、
別
名
で
あ
る
「
白
鷺
城
」
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
折
し
も
、
訪
日
外

国
人
旅
行
者
数
が
急
速
に
拡
大
し
た
時
期
で
あ
り
、
修
理
後
の
姫
路
城
は
県
内
誘
客
に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
た
。
平
成
二

十
七
年
度
の
姫
路
城
観
光
客
入
込
数
は
二
八
六
万
七
〇
〇
〇
人
で
あ
り
、
修
理
前
の
二
十
年
度
と
比
べ
、
一
六
七
万
二
〇
〇
〇

人
増
加
し
た
。
ま
た
、
兵
庫
県
立
大
学
政
策
科
学
研
究
所
地
域
経
済
指
標
研
究
会
に
よ
る
と
、
県
内
経
済
波
及
効
果
は
六
一
五

億
五
〇
〇
〇
万
円
に
及
ん
だ
。

　
平
成
二
十
二
年
三
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
淡
路
花
博
開
催
一
〇
周
年
を
記
念
し
て
「
淡
路
花
博
２
０
１
０
花
み
ど
り
フ
ェ

写真 176　�姫路城「平成の大修理」（姫路市提供）
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ア
」
が
開
催
さ
れ
た
。
国
立
明
石
海
峡
公
園
と
淡
路
夢
舞
台
を
メ
イ
ン
会
場
、
淡
路
ワ
ー

ル
ド
パ
ー
ク
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
や
淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
な
ど
一

二
の
施
設
を
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
、
二
一
八
万
八
〇
〇
〇
人
の
来
場
者
数
を
得
た
。
淡

路
花
博
か
ら
一
五
年
目
と
な
る
平
成
二
十
七
年
の
三
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
は
「
淡
路
花

博
２
０
１
５
花
み
ど
り
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
た
。
拠
点
会
場
を
淡
路
、
洲
本
、
南
あ
わ
じ

の
各
市
に
設
け
、
伊
弉
諾
神
宮
な
ど
島
内
四
三
の
観
光
施
設
を
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
た
。

会
場
間
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
な
ど
に
よ
り
全
島
回
遊
型
と
し
て
開
催
し
、
淡
路
島
全
体

を
会
場
と
す
る
フ
ェ
ア
と
な
っ
た
。
会
期
を
通
じ
て
、
目
標
三
〇
〇
万
人
を
上
回
る
三
五

九
万
二
〇
〇
〇
人
の
来
場
者
を
達
成
し
た
。

　
平
成
二
十
二
年
五
月
に
開
催
さ
れ
た
上
海
国
際
博
覧
会
で
は
、
知
事
を
団
長
と
す
る
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
団
が
、
同
年
七

月
十
日
か
ら
十
八
日
に
か
け
て「
兵
庫
ウ
ィ
ー
ク
」を
開
催
し
た
。
県
内
観
光
協
会
や
現
地
旅
行
社
が
参
加
す
る
観
光
セ
ミ
ナ
ー

や
商
談
会
・
交
流
会
を
行
い
、
県
の
観
光
資
源
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
平
成
二
十
七
年
七
月
に
は
、
イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧
会
で
も
「Feel H

yogo,the Taste of Japan!

（
体
感
！
ひ
ょ
う

ご
の
「
食
」）」
を
テ
ー
マ
に
、
日
本
館
に
お
い
て
、
兵
庫
の
食
材
や
観
光
、
文
化
を
Ｐ
Ｒ
す
る
総
合
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
た
。

知
事
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
、
世
界
に
誇
る
最
高
級
食
材
で
あ
る
神
戸
ビ
ー
フ
と
淡
路
島
た
ま
ね
ぎ
を
使
っ
た
料
理
や
日

本
伝
統
の
「
書
」
の
公
開
揮
毫
、
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
の
公
演
を
通
じ
て
、
ひ
ょ
う
ご
五
国
の
「
農
」「
食
」「
観
光
」
の
魅
力
の

発
信
に
努
め
た
。

写真 177　淡路花博 2010 花みどりフェア
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Ｂ
─
１
グ
ラ
ン
プ
リ
は
、
全
国
各
地
の
ご
当
地
グ
ル
メ
と
地
域
の
Ｐ
Ｒ
や
お
も
て
な

し
に
つ
い
て
、
来
場
者
の
投
票
形
式
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
定
す
る
催
し
で
、
観
光
客
の

誘
客
や
地
域
活
性
化
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　
本
県
で
は
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
、「
第
六
回
ご
当
地
グ
ル
メ
で
ま
ち
お
こ
し
の

祭
典
！
Ｂ
─
１
グ
ラ
ン
プ
リ
in
姫
路
」
が
開
催
さ
れ
た
。
全
国
六
三
団
体
が
参
加
し
、

五
一
万
五
〇
〇
〇
人
の
来
場
者
を
得
た
。
平
成
二
十
八
年
十
二
月
に
開
催
さ
れ
た
東
京

大
会
で
は
、
玉
子
焼
を
擁
す
る
明
石
市
が
ゴ
ー
ル
ド
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
。

　
神
戸
開
港
一
五
〇
年
を
記
念
し
て
、平
成
二
十
九
年
一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て「
神

戸
開
港
一
五
〇
年
記
念
事
業
」
が
実
施
さ
れ
た
。
二
月
に
神
戸
港
湾
国
際
会
議
が
開
か

れ
、
三
月
に
客
船
「
ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
」
の
神
戸
港
を
発
着
地
と
す
る
ク
ル
ー
ズ
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
五
月
に
は
神
戸

開
港
一
五
〇
年
記
念
式
典
、
七
月
か
ら
八
月
は
「
海
フ
ェ
ス
タ
神
戸
」
が
実
施
さ
れ
、
神
戸
開
港
一
五
〇
年
み
な
と
こ
う
べ
海

上
花
火
大
会
や
国
内
外
の
帆
船
を
集
め
た
「
帆
船
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
催
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
平
成
三
十
年
七
月
に
は
、
県
政
百
五
十
周
年
の
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。
式
典
の
ほ
か
、
県
立
美
術
館
ス
ペ
イ
ン

音
楽
会
や
県
立
図
書
館
兵
庫
一
五
〇
年
─
本
の
中
の
記
憶
な
ど
、
県
立
美
術
館
・
博
物
館
で
関
連
す
る
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
、
八
月
に
は
県
政
百
五
十
周
年
み
な
と
こ
う
べ
花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

テ
ー
マ
別
観
光
の
展
開

平
成
十
九
年
六
月
策
定
の
観
光
立
国
推
進
基
本
計
画
に
お
い
て
、
体
験
型
、
交
流
型
等
の
特
色
を
有

す
る
新
た
な
形
態
の
旅
行
（
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
が
規
定
さ
れ
た
。

写真 178　�神戸に寄港したクイーン・エリザベ
ス（神戸市提供）
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本
編
の
時
期
に
お
い
て
、
個
人
旅
行
と
団
体
旅
行
の
割
合
を
見
る
と
、
平

成
十
九
年
度
は
個
人
旅
行
が
五
七・四
％
、
団
体
旅
行
が
三
六・七
％
で
あ
っ

た
。
こ
れ
が
、
平
成
三
十
年
度
に
は
個
人
旅
行
が
八
二
・
六
％
、
団
体
旅
行

が
一
七
・
四
％
と
な
っ
て
お
り
、
旅
行
の
個
人
化
の
傾
向
が
進
ん
だ
。
旅
行

の
個
人
化
と
と
も
に
、
旅
行
者
は
趣
味
・
嗜
好
に
応
じ
て
、
観
光
先
で
の
体

験
や
交
流
を
重
視
す
る
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
促
進
に
は
、
顧
客
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
旅
行
商
品
化

に
向
け
た
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
地
域
発
の
旅
行
商
品

と
旅
行
者
を
結
ぶ
仕
組
み
の
構
築
が
必
要
で
あ
っ
た
。
国
土
交
通
省
は

「
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
創
出・促
進
事
業
」
推
進
協
議
会
を
開
催
し
、
ニ
ュ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
旅
行
商
品
の
市
場
を
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
平
成
二

十
年
度
か
ら
は
観
光
庁
に
お
い
て
、
観
光
地
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
の
総
合
支
援
な

ど
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
振
興
を
推
進
し
た
。
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
は
、

国
内
外
の
観
光
客
に
新
た
な
地
域
へ
の
来
訪
動
機
を
与
え
る
「
テ
ー
マ
別
観
光
」
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
形
成
を
促
進
す
る
な
ど
、

地
方
へ
の
観
光
誘
客
に
取
り
組
ん
だ
。

　
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
再
訪
の
た
め
に
も
、
体
験
・
交
流
型
の
観
光
を
開
発
す
る
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
た
。
平
成
三
十
年
三

月
の
「「
楽
し
い
国 

日
本
」
の
実
現
に
向
け
て
（
提
言
）」
で
は
、
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
市
場
の
形
成
・
発
展
に
向
け
て
、
市
場
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全
体
の
網
羅
的
な
調
査
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
た
分
析
や
新
た
な
テ
ー
マ

の
掘
り
起
こ
し
等
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
に
着
目
し
た
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
テ
ー
マ
別
観
光
に
は
、
産
業

観
光
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
テ
ー
マ
ご
と
に
様
々
な
形
態
が

あ
る
。
以
下
、
い
く
つ
か
の
例
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

　
産
業
観
光
は
歴
史
的
・
文
化
的
価
値
の
あ
る
工
場
等
や
そ
の
遺
構
、
機
械
器
具
、
最
先

端
の
技
術
を
備
え
た
工
場
を
観
光
し
、
学
び
や
体
験
を
得
る
も
の
で
あ
る
。
県
内
に
は
、

清
酒
発
祥
の
地
・
伊
丹
や
灘
五
郷
（
神
戸
市
東
灘
区
、
同
市
灘
区
、
西
宮
市
、
芦
屋
市
）
の
酒

造
施
設
、
江
戸
幕
府
直
轄
鉱
山
と
し
て
栄
え
た
生
野
銀
山
（
朝
来
市
）、
か
つ
て
日
本
一
の

錫す
ず
鉱
山
で
あ
っ
た
明
延
鉱
山
（
養
父
市
）
や
同
鉱
山
か
ら
産
出
さ
れ
た
鉱
石
の
選
別
を
行
っ
た
神
子
畑
選
鉱
場
跡
（
朝
来
市
）
と

い
っ
た
施
設
の
見
学
や
ツ
ア
ー
な
ど
多
く
の
産
業
観
光
が
あ
る
。

　
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
観
光
旅
行
者
が
自
然
観
光
資
源
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド
を
受
け
な
が
ら
、
自
然
に
触
れ
合
い
、
知
識
や
理

解
を
深
め
る
活
動
を
指
す
。
平
成
十
九
年
六
月
に
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
が
制
定
さ
れ
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
憲
章
の
策

定
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
の
表
彰
、
モ
デ
ル
事
業
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。
モ
デ
ル
事
業
で
は
、
神
戸
市
の
六
甲
地
区
を
は
じ

め
と
す
る
全
国
一
三
地
区
の
取
組
が
平
成
十
六
年
度
か
ら
三
カ
年
支
援
さ
れ
た
。

　
県
で
は
、
県
民
の
環
境
保
全
意
識
を
高
め
、
実
践
活
動
へ
の
参
加
の
契
機
と
す
る
た
め
、
県
内
施
設
で
環
境
学
習
を
実
施
す

る
団
体
等
に
バ
ス
等
借
上
げ
経
費
を
助
成
す
る
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
バ
ス
」
制
度
を
設
け
る
な
ど
、
推
進
に
取
り
組
ん
だ
。
県

写真 179　�現存する日本最古の酒蔵「旧岡田家
住宅・酒蔵」（伊丹市提供）
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内
市
町
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
、
豊
岡
市
で
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
生
育
地
域
を
保
全
す
る
活
動
と
観
光
を
融
合
し
た
「
コ
ウ
ノ
ト

リ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
兵
庫
県
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
内
に
立
地
し
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
生
態
や
野
生
復
帰
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
豊
岡
市
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
に
お
い
て
、
生
育
地
域
で
あ
る
湿
地
内
の
清
掃
・
除
草
作
業
や
水
路

づ
く
り
な
ど
の
体
験
を
通
じ
て
、
環
境
保
全
の
取
組
に
対
す
る
啓
発
を
目
指
し
て
い
る
。

　
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
農
山
漁
村
地
域
に
お
い
て
自
然
、
文
化
、
人
々
と
の
交
流
を
楽
し
む
滞
在
型
の
余
暇
活
動
で
あ

る
。
農
作
業
体
験
や
農
林
漁
家
民
泊
、
食
育
な
ど
が
こ
れ
に
当
た
る
。

　
県
で
は
、
推
進
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
た
ほ
か
、
平
成
十
五
年
四
月
に
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
特
区
（
兵
庫
県
、
豊
岡
市
、
香

美
町
、新
温
泉
町
）
の
認
定
を
受
け
る
な
ど
、推
進
に
取
り
組
ん
で
き
た
（
第
三
編
第
七
章
第
六
節
三
の
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開
」
参
照
）。

平
成
十
八
年
十
一
月
に
開
園
し
た
兵
庫
楽
農
生
活
セ
ン
タ
ー
（
神
戸
市
西
区
）
に
お

い
て
、
地
元
農
業
者
グ
ル
ー
プ
と
と
も
に
実
施
す
る
親
子
で
の
米
作
り
体
験
な
ど
、

地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
い
る
。

　
県
内
市
町
で
も
取
組
が
進
め
ら
れ
た
。
都
市
と
農
山
漁
村
の
共
生
・
対
流
に
関
す

る
優
れ
た
取
組
を
表
彰
す
る「
オ
ー
ラ
イ
！
ニ
ッ
ポ
ン
大
賞
」（
主
催：オ
ー
ラ
イ
！
ニ
ッ

ポ
ン
会
議
（
都
市
農
山
漁
村
の
共
生
・
対
流
推
進
会
議
））
で
は
、
平
成
十
六
年
度
に
八

千
代
町
に
お
け
る
滞
在
型
市
民
農
園
整
備
等
の
取
組
が
第
二
回
グ
ラ
ン
プ
リ
（
内
閣

総
理
大
臣
賞
）
を
受
賞
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
大
賞
で
は
、
北
は
り
ま
田
園
空
間
博
物

館
（
西
脇
市
）
が
第
三
回
に
、
審
査
委
員
会
長
賞
で
は
、
兵
庫
県
子
ど
も
自
然
村
（
神

写真 180　 兵庫楽農生活センターでのグリーン
ツーリズム（ひょうご農林機構提供）
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戸
市
）
が
第
一
回
、
ふ
る
さ
と
応
援
隊
（
南
あ
わ
じ
市
）
が
第
七
回
、
い
え
し
ま
（
姫
路
市
）
が
第
八
回
、
か
み
か
わ
田
舎
暮
ら

し
推
進
協
会
（
神
河
町
）
が
第
一
三
回
、
棚
田LO

VER

ʼs

（
市
川
町
）
が
第
一
四
回
に
受
賞
し
て
い
る
。

　
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
定
義
は
、「
地
域
に
関
わ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
（
映
画
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
小
説
、
ま
ん
が
、
ゲ
ー
ム
な
ど
）

を
活
用
し
て
、
観
光
と
関
連
産
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
意
図
し
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
さ
れ
る
。

　
県
内
で
は
、
平
成
二
十
四
年
に
放
映
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
平
清
盛
」
を
期
に
、
県
と
神
戸
市
が
連
携
し
て
、「
Ｋ

Ｏ
Ｂ
Ｅ 

de 

清
盛
２
０
１
２
」
と
銘
打
ち
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
た
。
神
戸
市
の
能
福
寺
を
は
じ
め
と
す
る
清
盛
ゆ
か
り
の
施
設
へ

の
観
光
客
入
込
数
は
、
前
年
同
期
比
で
約
六
万
人
増
加
し
、
二
・
五
倍
と
な
り
、
一
九
三
億
円
の
経
済
波
及
効
果
が
も
た
ら
さ

れ
た
。
平
成
二
十
六
年
に
は
、「
軍
師
官
兵
衛
」
が
放
映
さ
れ
、
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
ひ
め
じ
官
兵
衛
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

行
わ
れ
た
。
大
河
ド
ラ
マ
館
や
ロ
ケ
地
と
な
っ
た
書
寫
山
圓
教
寺
な
ど
関
連
施
設
の
観

光
客
入
込
数
は
、
対
前
年
同
期
比
で
約
七
万
人
増
加
し
、
一
一
〇
・
二
％
と
な
っ
た
。

県
全
体
に
盛
り
上
が
り
が
波
及
し
、
経
済
波
及
効
果
は
二
四
三
億
円
に
及
ん
だ
。

　
平
成
二
十
八
年
に
は
、神
戸
市
を
舞
台
と
す
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
べ
っ

ぴ
ん
さ
ん
」
が
放
映
さ
れ
た
。
神
戸
市
長
を
発
起
人
と
し
て
、
県
・
市
や
商
工
会
議
所

な
ど
か
ら
成
る
推
進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
だ
。
ド
ラ
マ
の
影

響
も
あ
り
、
神
戸
地
域
の
観
光
客
入
込
数
は
、
対
前
年
同
期
比
で
一
二
八
・
三
％
と
大

き
く
増
加
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
平
成
十
八
年
八
月
に
設
立
さ
れ
た
「
ひ
ょ
う
ご
ロ
ケ
支
援
Ｎ
ｅ
ｔ
」
を

写真 181　�ひめじの黒田官兵衛 大河ドラマ館
（姫路市提供）
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中
心
と
し
て
、
ロ
ケ
撮
影
を
支
援
す
る
県
内
各
地
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
市
町
等
と
協
力
・
連
携
し
て
、
映
像
制
作
の

誘
致
に
取
り
組
み
、
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
創
出
を
目
指
し
て
い
る
。

県
内
観
光

の
動
向

平
成
十
八
年
度
か
ら
三
十
年
度
に
か
け
て
の
県
へ
の
観
光
客
入
込
数
に
つ
い
て
、
兵
庫
県
観
光
客
動
態
調
査
を

基
に
、
以
下
に
概
観
す
る
。

　
平
成
十
八
年
度
は
、
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
、
の
じ
ぎ
く
兵
庫
大
会
の
開
催
等
に
よ
り
、
県
内
全
域
で
入
込
数
が
増
加
し
た
。

　
平
成
二
十
一
年
度
は
、前
述
の
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
で
実
施
し
た「
あ
い
た
い
兵
庫
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」、
そ
の
後
、
県
事
業
と
し
て
行
っ
た
「
や
っ
ぱ
り
兵
庫
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の

影
響
が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
年
度
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
の
影
響
に
よ
る
観
光

客
の
減
少
も
見
ら
れ
た
が
、
全
体
と
し
て
は
入
込
数
は
増
加
し
た
。

　
平
成
二
十
三
年
度
は
、
第
一
回
神
戸
マ
ラ
ソ
ン
や
Ｂ
─
１
グ
ラ
ン
プ
リ
in
姫
路
に
よ
る

入
込
客
数
の
増
加
も
見
ら
れ
た
が
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
通
年
で
は
減
少
と
な
っ
た
。

　
平
成
二
十
五
年
度
は
、テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
竹
田
城
跡
（
朝
来
市
）
が
「
天

空
の
城
」
と
呼
ば
れ
人
気
を
博
し
、
但
馬
地
域
の
観
光
施
設
の
入
込
数
も
増
加
し
た
。

　
平
成
二
十
七
年
度
は
、
平
成
の
大
修
理
を
終
え
た
姫
路
城
が
対
前
年
度
比
で
二
一
二
・

〇
％
と
な
り
、
中
播
磨
地
域
全
体
で
も
二
八
・
五
％
と
大
幅
な
増
加
と
な
っ
た
。

　
平
成
二
十
九
年
度
は
、
神
戸
港
開
港
一
五
〇
年
関
連
行
事
等
に
よ
り
増
加
し
、
神
戸
地

域
は
、
一
二
・
四
％
の
増
加
と
な
っ
た
。
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平
成
三
十
年
度
は
、
七
月
豪
雨
や
八
月
の
台
風
の
影
響
に
加
え
て
、
神
戸
港
開
港
一
五
〇
年
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
終
了
に
よ
る

神
戸
地
域
の
減
少
（
一
〇
・
〇
％
減
）
が
影
響
し
、
全
体
と
し
て
減
少
し
た
。

　
こ
の
時
期
の
、
県
内
観
光
客
入
込
数
の
日
帰
り
客
数
と
宿
泊
客
数
の
割
合
は
、
平
成
十
九
年
度
の
宿
泊
客
一
四
・
五
％
が
最

も
高
か
っ
た
が
、
以
降
は
減
少
傾
向
と
な
り
、
平
成
三
十
年
度
に
は
、
八
・
九
％
と
な
っ
た
。
近
隣
府
県
と
比
較
し
て
、
本
県

は
宿
泊
地
で
は
な
く
、
日
帰
り
の
観
光
地
と
し
て
の
傾
向
が
強
ま
っ
た
こ
と
が
看
取
で
き
る
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の 

観
光
復
興
に
む
け
た
支
援

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
観
光
施
設
等
に
も
大
き
な
被
害
が
生

じ
た
。
外
国
人
に
よ
る
訪
日
旅
行
、
日
本
人
に
よ
る
国
内
旅
行
と
も
に
減
少
し
、
国
内
全
体
で
観

光
産
業
は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
。

　
同
年
四
月
十
二
日
に
は
、
観
光
庁
長
官
通
知
「
当
面
の
観
光
に
関
す
る
取
組
に
つ
い

て
」
が
、
全
国
自
治
体
、
関
係
団
体
等
あ
て
に
発
出
さ
れ
た
。
四
月
十
九
日
、
関
西
広

域
連
合
は
、
観
光
庁
長
官
に
対
し
て
「
復
興
を
支
え
る
た
め
の
観
光
推
進
に
関
す
る
緊

急
要
望
」
を
行
い
、「
国
内
各
地
で
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
積
極
的
展
開
」「
訪
日
旅

行
誘
客
の
た
め
海
外
で
の
先
導
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
・
国
際
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
募
集
」「
訪
日
外
国
人
旅
行
者
へ
の
安
心
感
に
つ
な
が
る
正
確
か
つ
分
か
り

や
す
い
情
報
発
信
」
を
求
め
た
。
国
は
「
が
ん
ば
ろ
う
！
日
本
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
、
官
民
合
同
の
国
内
旅
行
振
興
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
し
、
被
災
地
応
援
ツ
ア
ー

や
風
評
被
害
を
解
消
す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
し
た
。

写真 182　 岩手・宮城・福島被災地応援東北物
産展 in 兵庫（神戸新聞社提供）
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本
県
に
お
い
て
も
、
東
北
の
被
災
三
県
を
中
心
に
、
観
光
復
興
へ
の
支
援
に
取
り
組
ん
だ
。
同
年
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、

「
岩
手
・
宮
城
・
福
島
被
災
地
応
援
東
北
物
産
展
in
兵
庫
」
を
神
戸
市
、
姫
路
市
、
宝
塚
市
で
開
催
し
た
。
ま
た
、
七
月
か
ら

は
「
が
ん
ば
ろ
う
東
北
」
被
災
地
ツ
ア
ー
支
援
事
業
を
実
施
し
た
。
県
か
ら
の
旅
行
者
が
、
東
北
地
方
を
観
光
の
た
め
訪
問
し
、

被
災
三
県
の
い
ず
れ
か
に
宿
泊
す
る
旅
行
に
つ
い
て
、
現
地
で
利
用
す
る
バ
ス
代
へ
の
支
援
を
行
っ
た
。
当
該
事
業
を
利
用
し

て
全
国
旅
行
業
協
会
兵
庫
県
支
部
が
旅
行
商
品
を
企
画
す
る
な
ど
、
観
光
に
よ
る
被
災
地
支
援
の
輪
が
広
が
っ
た
。
さ
ら
に
、

ひ
ょ
う
ご
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
（
現
ひ
ょ
う
ご
観
光
本
部
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
が
ん
ば
ろ
う
！
東
北　
東
北
を
楽
し
も
う
」
サ

イ
ト
を
開
設
し
た
。
同
サ
イ
ト
で
は
、
東
北
六
県
の
観
光
情
報
や
東
北
物
産
展
の
開
催
な
ど
の
支
援
情
報
、
Ｊ
Ｒ
・
空
港
・
道

路
の
交
通
情
報
を
発
信
し
た
。

三　

外
国
人
観
光
客
の
急
増
─
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
急
拡
大

外
国
人
観
光

客
の
状
況

「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」
は
、
訪
日
外
国
人
旅
行
を
意
味
す
る
が
、
平
成
二
十
年
代
の
中
頃
か
ら
急
拡
大
を
見
せ
た
。

近
隣
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
成
長
に
よ
る
可
処
分
所
得
の
向
上
と
円
安
の
進
行
、
ビ
ザ
発
給
要
件
の
緩
和
、
格

安
航
空
会
社
の
拡
大
に
よ
る
訪
日
コ
ス
ト
の
低
減
化
等
が
誘
因
と
な
っ
た
。

　
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は
大
き
く
伸
長
し
、
平
成
二
十
七
年
に
は
、
四
五
年
ぶ
り
に
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
（
一
九
七
三
万

七
四
〇
九
人
）
が
日
本
人
海
外
旅
行
者
数
（
一
六
九
〇
万
三
三
八
八
人
）
を
上
回
っ
た
。

　
中
で
も
、
中
国
人
観
光
客
は
、
日
本
製
の
医
薬
品
や
化
粧
品
な
ど
に
対
し
て
旺
盛
な
購
買
欲
を
見
せ
、
大
量
に
商
品
を
購
入

す
る
姿
が
目
立
っ
た
。
そ
の
様
子
は
「
爆
買
い
」
と
呼
ば
れ
、
メ
デ
ィ
ア
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
イ
ン
バ
ウ
ン
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ド
の
急
拡
大
を
象
徴
す
る
言
葉
と
な
っ

た
。

　
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は
順
調
な
伸

び
を
見
せ
、
平
成
三
十
年
に
は
三
一
一

九
万
一
八
五
六
人
と
初
め
て
三
〇
〇
〇

万
人
を
突
破
し
た
。

　
こ
の
間
、
兵
庫
県
に
お
い
て
も
、
訪

日
外
国
人
旅
行
者
数
は
順
調
に
増
加
し

た
。
県
が
平
成
二
十
四
年
か
ら
三
十
年

ま
で
の
推
計
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
兵
庫

県
へ
の
外
国
人
旅
行
者
数
は
、
二
十
四

年
の
四
七
万
六
〇
〇
〇
人
か
ら
三
十
年
の
一
八
七
万
二
〇
〇
〇
人
と
、
約
三
・
九
倍
も
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
同
じ
期
間
の
近
隣
府
県
と
比
較
す
る
と
、
京
都
府
（
約
五
・
六
倍
）、
大
阪
府
（
約
五
・
七
倍
）、
奈
良
県
（
約
九
・
七
倍
）
と

比
べ
て
低
い
伸
び
率
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
観
光
振
興
の
取
組
を
通
じ
て
、
よ
り
一
層
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
受
入
れ
の

余
地
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

広
域
観
光 

周
遊
ル
ー
ト

「
東
京
か
ら
始
ま
り
、
箱
根
や
富
士
山
を
経
て
、
愛
知
を
巡
り
、
最
後
に
関
西
を
観
光
し
て
出
国
す
る
（
ま
た

は
そ
の
逆
を
た
ど
る
）」
行
程
は
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
に
人
気
と
な
っ
て

第六章　県民主役の地域づくりと多文化共生社会

453



い
る
。

　
一
方
で
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
外
の
地
域
に
お
い
て
も
新
た
に
魅
力
あ
る
広
域
的
な
観
光
周
遊
ル
ー

ト
が
形
成
さ
れ
れ
ば
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
地
方
誘
致
や
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。
こ
の
た
め
、
観
光
庁

で
は
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
誘
客
の
促
進
、
さ
ら
な
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
拡
大
を
目
指
し
て
「
広
域
観
光
周
遊
ル
ー
ト
形
成

促
進
事
業
」
を
実
施
し
た
。
同
事
業
は
、
①
国
が
募
集
、
②
事
業
実
施
主
体
（
都
道
府
県
や
観
光
関
係
団
体
な
ど
）
に
よ
る
「
広

域
観
光
周
遊
ル
ー
ト
形
成
計
画
」
策
定
、
申
請
、
③
認
定
の
流
れ
で
進
め
ら
れ
た
。
同
計
画
を
踏
ま
え
、
訪
日
外
国
人
に
と
っ

て
魅
力
の
あ
る
コ
ン
セ
プ
ト
を
打
ち
出
し
、
複
数
の
観
光
資
源
を
結
び
つ
け
た
具
体
的
な
観
光
周
遊
の
た
め
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス

を
策
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
広
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
な
ど
の
実
施
主
体
が
中
心
と
な
っ
て
国
外
・
国
内
に
情
報
発
信
さ
れ
た
。

　
本
県
を
含
む
広
域
観
光
周
遊
ル
ー
ト
は
、
関
西
広
域
連
合
等
を
実
施
主
体
と
し
、
関
西
地
方
の
世
界
遺
産
を
周
遊
す
る
「
美

の
伝
説
」
ル
ー
ト
、
せ
と
う
ち
観
光
推
進
機
構
を
実
施
主
体
と
し
、
瀬
戸
内
の
豊
か
な
自
然
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
「
せ
と

う
ち
・
海
の
道
」
ル
ー
ト
の
二
つ
（
い
ず
れ
も
平
成
二
十
七
年
六
月
認
定
）
が
あ
る
。

　
ま
た
、
県
内
に
お
い
て
も
、
異
人
館
、
神
戸
港
、
有
馬
温
泉
な
ど
を
有
す
る
神
戸
市
、
世
界
遺
産
・
国
宝
の
姫
路
城
の
あ
る

姫
路
市
、
城
崎
温
泉
や
出
石
そ
ば
を
楽
し
め
る
豊
岡
市
を
つ
な
ぐ
周
遊
ル
ー
ト
を
「
ひ
ょ
う
ご
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
」
と
し
て

Ｐ
Ｒ
し
観
光
客
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
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